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私
た
ち
の
命
と
暮
ら
し
を
支
え
る
水

は
、
ダ
ム
や
水
路
、
堰
な
ど
の
施
設
の

働
き
に
よ
っ
て
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
施
設
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
生

ま
れ
た
の
が
、
現
地
で
し
か
も
ら
え
な

い
カ
ー
ド
の
数
々
で
す
。
カ
ー
ド
集
め

の
旅
を
し
な
が
ら
、
楽
し
く
施
設
の
働

き
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

特 
集
特 
集
特特特特特特
集集集集め

て
知
ろ
う
！

水
の
恵
み

集
め
て
知
ろ
う
！

水
の
恵
み

3 ● 水とともに　水がささえる豊かな社会



　
ダ
ム
カ
ー
ド
と
は
、ト
レ
ー
デ
ィ

ン
グ
カ
ー
ド
型
の
ダ
ム
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
で
す
。平
成
十
九
年
に
誕
生

し
た
ダ
ム
カ
ー
ド
は
、当
時
は
国
土

交
通
省
と
水
資
源
機
構
が
管
理
す

る
ダ
ム
で
の
み
配
布
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
配
布
開
始
と
と
も
に
、
少

し
ず
つ
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
き
、農

林
水
産
省
や
都
道
府
県
、電
力
会
社

な
ど
の
管
理
す
る
ダ
ム
に
も
広

ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
今
で
は
ダ
ム
カ
ー
ド
を
紹
介
し

た
本
が
出
版
さ
れ
る
な
ど
、大
人
気

と
な
り
、カ
ー
ド
の
収
集
を
目
的
と

し
て
ダ
ム
を
訪
問
す
る
人
も
増
え

て
い
る
よ
う
で
す
。ま
た
、
ダ
ム

カ
ー
ド
の
人
気
に
あ
や
か
っ
て
、マ

ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
な
ど
様
々
な
派

生
カ
ー
ド
も
誕
生
し
て
い
ま
す
。

   

水
資
源
機
構
で
は
、「
ダ
ム
カ
ー
ド
」「
水
の
恵
み
カ
ー
ド
」「
ダ
ム
地
質
カ
ー
ド
」の
三
種
類
の
カ
ー
ド

を
配
布
し
て
い
ま
す
。基
本
的
に
現
地
に
足
を
運
ん
だ
人
し
か
入
手
で
き
な
い
貴
重
な
も
の
で
す
。

ダムデータと称して、ダムの所在地
や形式など、ダムのスペックが記載。
ちょっとマニアックな技術情報も。

右上の記号はダムの目的、右下はダ
ムの形式。

水資源機構で配布しているダムカードの一覧

ダムカードの見方

知
る
人
ぞ
知
る
！「
ダ
ム
地
質
カ
ー
ド
」

　
普
段
私
た
ち
が
口
に
し
て
い
る

農
作
物
は
、
ダ
ム
の
ほ
か
、
用
水
路

や
ポ
ン
プ
場
な
ど
の
水
利
施
設
の

恩
恵
を
受
け
て
育
っ
て
い
ま
す
。

「
水
の
恵
み
カ
ー
ド
」は
、地
域
の
農

産
物
と
そ
の
農
地
に
水
を
供
給
す

る
農
業
水
利
施
設
（
水
の
恵
み
施

設
）の
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介

す
る
た
め
、農
林
水
産
省
と
共
に
水

資
源
機
構
が
推
進
し
て
い
る
取
組

で
す
。新
鮮
な
野
菜
や
果
物
が
ど
ん

な
水
の
恵
み
で
育
っ
た
の
か
を
知

る
と
、施
設
の
こ
と
を
よ
り
身
近
に

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ダ
ム
と

比
べ
、市
街
地
に
位
置
し
て
い
る
こ

と
も
多
い
農
業
水
利
施
設
。皆
さ
ん

の
お
住
ま
い
の
近
く
に
も
、水
の
恵

み
施
設
が
ひ
っ
そ
り
存
在
し
て
い

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ダ
ム
巡
り
の
一
歩
そ
の
先
へ

　
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
中
で
も
、
実
際

に
集
め
る
こ
と
で
達
成
感
を
得
ら
れ
る
ダ
ム

カ
ー
ド
は
、
ダ
ム
マ
ニ
ア
だ
け
で
な
く
一
般

の
観
光
客
に
も
大
人
気
。
ダ
ム
カ
ー
ド
を
も

ら
い
に
ダ
ム
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
、
と
い

う
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ダ

ム
カ
ー
ド
に
続
い
て
「
ダ
ム
地
質
カ
ー
ド
」

「
水
の
恵
み
カ
ー
ド
」
と
複
数
の
カ
ー
ド
を

配
布
し
て
い
る
今
、
新
た
な
楽
し
み
方
と
し

て
お
す
す
め
し
た
い
の
が
、「
水
系
」
に
注

目
し
て
カ
ー
ド
を
集
め
て
み
る
こ
と
で
す
。

　
水
系
と
は
、
水
源
か
ら
河
口
に
い
た
る
ま

で
の
本
川
や
支
川
の
ま
と
ま
り
の
こ
と
を
指

し
て
お
り
、
水
資
源
機
構
で
は
七
水
系
に
お

い
て
ダ
ム
や
水
路
な
ど
の
施
設
を
管
理
し
て

い
ま
す
。
同
じ
水
系
の
ダ
ム
カ
ー
ド
・
ダ
ム

地
質
カ
ー
ド
と
水
の
恵
み
カ
ー
ド
（
農
業
水

利
施
設
）
を
河
川
・
水
路
で
繋
い
で
見
て
み

る
と
、
私
た
ち
の
元
に
水
が
届
く
ま
で
の
流

れ
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ち
な
み
に
、
こ
れ
ら
三
種
類
の
カ
ー
ド
を

配
布
し
て
い
る
の
は
、治
水
や
利
水
（
水
道
・

工
業
・
農
業
）
と
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
水
と
向

き
合
う
水
資
源
機
構
な
ら
で
は
で
す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
個
別
に

配
布
を
休
止
し
て
い
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
詳
し
く

は
各
事
業
所
の
Ｈ
Ｐ
等
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

03
ま
ず
は
基
本
の「
ダ
ム
カ
ー
ド
」

01

施
設
は
身
近
な
と
こ
ろ
に
も
！

「
水
の
恵
み
カ
ー
ド
」

02

機
構
施
設
で
カ
ー
ド
を
も
ら
お
う
！

表

表

裏

水の恵み施設データ、地域の特徴など。

農産物に関する情報。右上の記号は施設の形式。表

裏

裏

ダム施設の概要、地質情報やダムカー
ドでおなじみの“こだわり技術”も。

ダム基礎掘削面の地質区分のスケッ
チ。右上の文字は地質タイプ。

表

表

裏

裏

裏 表

上

下

水資源機構で配布している
水の恵みカードの一覧

水の恵みカードの見方

右

左

ダム地質カードの一覧、配布方法
はこちら。12ダムのダム地質カー
ドが掲載されたダム地質カレン
ダーもダウンロードできます。
（日本応用地質学会ＨＰ）

　（
一
社
）日
本
応
用
地
質
学
会
が
作

成
し
て
い
る
ダ
ム
地
質
カ
ー
ド
は
、

平
成
ニ
十
八
年
四
月
の
熊
本
地
震

の
際
、
基
礎
の
岩
盤
な
ど
に
起
因
し

た
地
質
災
害
に
よ
り
数
多
く
の
土

木
施
設
が
被
災
し
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
、
土
木
施
設
と
基
礎
岩
盤
の
関

係
や
重
要
性
を
一
般
の
方
に
も
知
っ

て
ほ
し
い
、
と
い
う
思
い
か
ら
生
ま

れ
ま
し
た
。カ
ー
ド
に
は
、
ダ
ム
の

足
下
の
地
質
分
布
が
示
さ
れ
て
お

り
、
ダ
ム
建
設
時
に
は
非
常
に
細
や

か
な
地
質
の
確
認
が
実
施
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
全
十
二
種
類
、
機
構

施
設
で
は
四
種
類
の
カ
ー
ド
が
作

成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
選
定
に
あ

た
っ
て
は
基
礎
岩
盤
の
地
質
や
地
域

性
、
ダ
ム
設
計
や
施
工
に
際
し
て
の

地
質
的
課
題
に
対
し
て
工
夫
が
見

ら
れ
る
ダ
ム
が
選
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　機構の地質技術者である松尾達也主査は、日
本応用地質学会員としての顔も持ち、「ダム地質
カード」の作成・普及に携わっています。

▶機構での“地質技術者”の
仕事を教えてください
　ダムの建設現場では、安全
で確実に水を貯めることがで
きるダムを造るために、ダム
の足下の岩盤の強さや水の

通しにくさなどの調査や評価を実施しています。
　また、すでに完成したダムでは、貯水池周辺の
斜面の安定性の確認もしています。
▶ダム地質カードについて
　ダムを造るためには、時間をかけてたくさんの
地質調査を行っています。ダム地質カードにある
ような詳細な岩盤の観察（スケッチ）もそのひと
つです。ダムの足下の岩盤はダム建設にとって非
常に重要であり、岩盤の状況によりダムの形式や
形状が決まっていることを分かって頂けたらと思
います。

5 ● 水とともに　水がささえる豊かな社会 特集　集めて知ろう！水の恵み ● 4 











連載連載
第25回第25回

ロ
も
離
れ
て
お
ら
ず
、
海
陸
風
が
起
き
や
す
い

場
所
な
ん
で
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
昼
夜
で
風
向
き
が
反
転
す
る
の

か
と
い
う
と
…
そ
れ
は
海
と
陸
地
で
は
陸
地
の

ほ
う
が
あ
た
た
ま
り
や
す
く
、
か
つ
、
冷
め
や

す
い
こ
と
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

　

日
中
、
晴
れ
た
日
は
、
日
ざ
し
に
よ
っ
て
海

よ
り
も
陸
地
の
ほ
う
が
あ
た
た
ま
っ
て
い
き
ま

す
。
暖
か
い
空
気
と
冷
た
い
空
気
で
は
暖
か
い

空
気
の
ほ
う
が
軽
い
性
質
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
あ
た
た
め
ら
れ
た
陸
地
の
空
気
は
軽
く

な
り
、
空
高
い
と
こ
ろ
に
上
昇
し
て
い
き
ま
す
。

た
だ
、
そ
れ
で
は
陸
地
の
上
の
空
気
が
少
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
を
補
う
た
め
に
、

海
の
上
の
空
気
が
陸
地
へ
と
流
れ
込
ん
で
く
る

ん
で
す
。
そ
の
海
か
ら
陸
地
へ
の
空
気
の
移
動

が
い
わ
ゆ
る
風
、
海
風
で
す
。

　

一
方
、
夜
、
日
が
沈
ん
で
か
ら
は
陸
地
の
ほ

う
が
冷
え
や
す
い
た
め
、
海
の
上
の
空
気
の
ほ

う
が
あ
た
た
か
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
す
る
と

海
の
上
の
空
気
は
軽
く
な
り
、
空
高
い
と
こ
ろ

に
上
昇
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
を
補
う
た
め
、

陸
地
の
上
の
空
気
が
海
の
上
へ
と
流
れ
込
み
ま

す
。
こ
の
陸
地
か
ら
海
へ
の
空
気
の
移
動
が
、

陸
風
で
す
。
海
と
陸
地
の
温
度
が
変
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、
日
中
と
夜
と
で
反
対
の
風
が
吹
く

ん
で
す
。

　

温
度
の
変
化
が
大
き
い
ほ
ど
、
風
は
強
く
な

り
ま
す
。
夏
、
強
い
日
ざ
し
が
照
り
付
け
、
気
温

の
上
昇
が
大
き
い
日
は
、
海
風
、
阪
神
甲
子
園

球
場
で
い
う
、
浜
風
は
一
段
と
強
く
吹
き
ま
す
。

気
温
の
上
昇
と
関
係
す
る
た
め
、
強
ま
る
時
間

は
一
日
で
も
気
温
の
高
い
時
間
、
午
後
三
時
前

後
で
す
。
夏
の
全
国
高
校
野
球
で
は
、
第
三
試

合
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

今
年
は
二
年
ぶ
り
に
夏
の
全
国
高
校
野
球
が

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
炎
天
下
の
中
白
熱
し

た
試
合
を
繰
り
広
げ
る
球
児
に
と
っ
て
、
浜
風

は
ど
ん
な
風
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
本
拠
地
で
も
あ
り
、

高
校
球
児
の
憧
れ
の
場
所
、「
阪
神
甲

子
園
球
場
」。
去
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
中
止
と
な
っ
た
た
め
、
こ
と
し
の
春
の

セ
ン
バ
ツ
高
校
野
球
は
二
年
ぶ
り
の
開
催
で
し

た
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
球
児
の
躍
動
す
る
姿
が

印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

甲
子
園
球
場
で
行
わ
れ
る
試
合
の
実
況
の
中

で
、「
浜
風
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
し
ば
し
ば
聞

か
れ
ま
す
。

　

試
合
を
左
右
す
る
こ
と
が
あ
る
風
の
た
め
、

浜
風
を
意
識
し
て
試
合
に
臨
む
選
手
も
い
る
よ

う
で
す
。
そ
の
正
体
は
、「
海
陸
風
」
で
す
。
海

陸
風
は
、
昼
夜
で
吹
く
方
向
が
反
転
す
る
風
で
、

日
中
は
海
か
ら
陸
地
に
向
か
っ
て
吹
い
て
い
た

風
が
、
夜
に
な
る
と
、
反
対
に
陸
地
か
ら
海
に

向
か
っ
て
吹
く
風
に
な
る
と
い
う
も
の
で
す
。

日
中
の
海
か
ら
の
風
を
「
海
風
」、
夜
の
陸
地
か

ら
の
風
を
「
陸
風
」
と
い
い
、
合
わ
せ
て
「
海
陸

風
」
で
す
。
阪
神
甲
子
園
球
場
の
浜
風
は
、
こ
の

う
ち
海
風
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
風
向
き
は
南

西
ま
た
は
西
南
西
で
、
ラ
イ
ト
側
か
ら
レ
フ
ト

側
に
向
か
っ
て
吹
き
ま
す
。

　

晴
れ
た
日
、
阪
神
甲
子
園
球
場
の
バ
ッ
ク
ス

ク
リ
ー
ン
に
掲
げ
ら
れ
る
旗
が
レ
フ
ト
方
向
に

な
び
い
て
い
る
と
き
は
、
浜
風
が
吹
い
て
い
る

サ
イ
ン
で
す
。
海
陸
風
は
海
に
近
い
地
域
で
起

こ
り
ま
す
。
阪
神
甲
子
園
球
場
は
海
か
ら
二
キ

上：海風　　下：陸風 甲子園球場

坂
さか

下
した

　恵
え

理
り

　NHK総合「列島ニュース」、NHK大阪放送
局「ニュースほっと関西」気象予報士・気象
キャスター・防災士・健康気象アドバイザー
　茨城県日立市生まれ。フェリス女学院大学
卒業。大学卒業後、NHK福島放送局にて昼前
の情報番組のキャスター・リポーターを担当。
2011年、東日本大震災に遭い、気象予報士
に。2012年からBS1で、2014年からNHK
大阪放送局で、夕方のニュース番組「ニュー
スほっと関西」の気象情報を担当。2020年か
ら大阪放送局発「列島ニュース」で全国の気
象情報も担当。
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首
都
圏
を
支
え
る
武
蔵
水
路

首
都
圏
を
支
え
る
武
蔵
水
路

〜
豪
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
か
ら
地
域
を
守
る
〜

〜
豪
雨
に
よ
る
浸
水
被
害
か
ら
地
域
を
守
る
〜

　

武
蔵
水
路
は
、
昭
和
三
十
年
代
の
人
口
集
中
・

経
済
発
展
に
伴
う
水
需
要
の
増
大
に
対
処
し
、
水

不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
利
根
川
上
流
ダ
ム
群
で

開
発
さ
れ
た
水
を
荒
川
を
経
由
し
て
首
都
圏
へ
導

水
す
る
こ
と
等
を
目
的
と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
三
十
九
年（
一
九
六
四
年
）に
工
事
着
手
、

三
年
後
の
四
十
二
年
に
完
成
し
た
延
長
約
十
四.

五

㎞
、
最
大
導
水
量
五
十
㎥
／
ｓ
の
水
路
施
設
で
す
。

東
京
都
及
び
埼
玉
県
の
約
千
四
百
万
人
の
人
々
が

暮
ら
す
区
域
へ
安
全
で
良
質
な
水
を
導
く
重
要
な

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
雨
に
伴
う
地
域
の
出
水
を
取
り
込
み
、

荒
川
に
排
水
す
る「
内
水
排
除
」の
役
割
も
担
っ
て

い
ま
す
。

浸
水
被
害
か
ら
地
域
を
守
る

〝
内
水
排
除
〞

　

武
蔵
水
路
が
位
置
す
る
中
川
・
綾
瀬
川
流
域

は
、
周
辺
の
大
き
な
河
川（
利
根
川
、
江
戸
川
、
荒

川
）よ
り
も
低
い「
な
べ
底
型
」の
低
平
地
。
水
が

溜
ま
り
や
す
く
水
害
リ
ス
ク
の
高
い
地
形
で
あ
る

一
方
、
市
街
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
昭
和
五
十
五
年

（
一
九
八
〇
年
）に
は
、
国
土
交
通
省
及
び
関
係
自

治
体
か
ら
構
成
さ
れ
る
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
中

川
・
綾
瀬
川
流
域
整
備
計
画
を
策
定
し
て
治
水
対

策
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
同
計
画
に
基
づ
く
武
蔵

水
路
の
改
築（
平
成
二
十
七
年
度
完
了
）に
よ
り
、

排
水
能
力
が
向
上
、
現
在
は
、
水
資
源
機
構
の
一
元

管
理
に
よ
り
内
水
排
除
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

武
蔵
水
路
の
内
水
排
除
の
操
作
は
、
昭
和

四
十
六
年（
一
九
七
一
年
）か
ら
の
四
十
九
年
間
で

百
八
回（
年
平
均
二.

二
回
）の
実
施
、特
に
改
築
事

業
完
了
後
の
直
近
五
年
間
で
は
二
十
二
回（
年
平
均

四.

四
回
）の
実
施
と
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

記
録
的
な
豪
雨
、
台
風
十
九
号

が
も
た
ら
し
た
課
題

　

令
和
元
年（
二
〇
一
九
年
）十
月
の
台
風
十
九
号

（
令
和
元
年
東
日
本
台
風
）は
、
台
風
本
体
の
発
達

し
た
雨
雲
や
台
風
周
辺
の
湿
っ
た
空
気
の
影
響
で
、

関
東
甲
信
地
方
や
東
北
地
方
を
中
心
に
広
い
範
囲

で
記
録
的
な
大
雨
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
武
蔵
水

路
周
辺
で
は
、十
月
十
一
日
か
ら
十
二
日
に
か
け
て

時
間
最
大
二
十
四
㎜
、総
雨
量
二
百
五
十
二
㎜
を
記

録
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
十
月
の
一
ヶ
月
間
の
降
雨

量（
平
年
値
百
四
十
六
㎜
）の
約
一.

七
倍
に
相
当

す
る
雨
量
が
二
日
間
で
降
っ
た
計
算
に
な
り
ま
す
。

　

武
蔵
水
路
で
は
、十
月
十
二
日
か
ら
十
五
日
ま
で

の
間
で
内
水
排
除
操
作
を
行
い
、八
箇
所
の
水
門
・

放
流
口
か
ら
周
辺
地
域
の
出
水
を
武
蔵
水
路
に
取

り
込
み
、
累
計
約
二
百
六
十
三
万
㎥
の
水
を
荒
川

に
排
水
し
ま
し
た
。（
こ
れ
は
、
五
年
間
で
二
十
二

回
実
施
し
た
内
水
排
除
の
平
均
排
水
量
の
約
二.

六

倍
に
相
当
。）ま
た
、
地
域
を
流
れ
る
忍
川
の
洪
水

を
取
り
込
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
忍
川
の
水
位（
取
込

口
の
佐
間
水
門
付
近
）を
約
〇.

九
六
ｍ
 低
下
さ
せ

る
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

　

堤
防
は
、
人
命
や
財
産
を
水
害
か
ら
守
る
た

め
の
も
の
。
こ
の
た
め
人
家
の
あ
る
場
所
は
堤

防
の
「
内
」、
流
水
が
流
れ
る
場
所
は
「
外
」
と

な
り
ま
す
。
大
雨
の
時
に
人
家
の
あ
る
場
所
の

水
（
内
水
）
を
取
り
込
み
、
大
き
な
河
川
に
排

出
す
る
こ
と
を
「
内
水
排
除
」
と
い
い
ま
す
。

利根川・江戸川・荒川等大きな川に囲まれた地形

内
水
排
除
と
は
？

武蔵水路の治水計画上の位置づけ

武蔵水路の役割と水の流れ
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さ
ら
な
る
治
水
対
策
の

強
化
に
向
け
て

　

地
元
の
行
田
市
で
は
浸
水
被
害
の
要
因
分
析
を

行
い
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
を
通
じ
て
被
災

し
た
市
民
に
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
水
資
源
機

構
も
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
し
て
市
民
の

声
を
直
接
聴
き
、
行
田
市
や
関
係
機
関
と
の
検
討
・

協
議
を
進
め
、
最
大
限
の
治
水
効
果
を
発
揮
す
る

た
め
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

一
つ
は
、
内
水
排
除
の
実
施
時
間
の
延
伸
、
も
う

一
つ
は
、水
路
内
容
量
の
活
用
で
す
。

（
１
）内
水
排
除
の
実
施
時
間
の
延
伸

　

大
規
模
な
洪
水
に
よ
り
、
荒
川
が
は
ん
濫
危
険

水
位
に
達
し
た
場
合
に
は
、
大
規
模
河
川
で
あ
る

荒
川
の
堤
防
決
壊
等
の
甚
大
な
被
害
を
回
避
す
る

た
め
に
、
内
水
排
除
を
中
止
し
て
荒
川
へ
の
排
水

を
停
止
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

武
蔵
水
路
の
操
作
等
の
ル
ー
ル
を
定
め
て
い
る

施
設
管
理
規
程
で
は
、
排
水
地
点
で
あ
る
糠ぬ

か

田た

地

点
の
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
上
流
に
あ
る「
熊
谷
地

点
」が「
は
ん
濫
危
険
水
位
に
達
し
た
時
」を
基
準

　

し
か
し
な
が
ら
、
広
範
囲
に
及
ぶ
記
録
的
な
大

雨
に
よ
り
、
排
水
先
で
あ
る
荒
川
が
は
ん
濫
危
険

水
位
に
達
し
た
た
め
、
十
月
十
二
日
十
六
時
か
ら

十
三
日
十
二
時
ま
で
の
間
、
武
蔵
水
路
の
内
水
排

除
を
中
止
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
武
蔵
水
路
周
辺
の
行
田
市
内
を
流
れ

る
忍
川
が
増
水
・
は
ん
濫
し
、
住
宅
の
床
上
浸
水

と
し
て
、
内
水
排
除
を
中
止
す
る
こ
と
が
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
台
風
十
九
号
の
時
も
、こ
れ
に
基
づ

い
て
内
水
排
除
を
中
止
し
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
武
蔵
水
路
を
受
け
持
つ
基
準
水
位
観

測
所
が
熊
谷
だ
っ
た
の
で
、こ
の
よ
う
な
ル
ー
ル
を

定
め
て
い
た
も
の
。
し
か
し
、
熊
谷
地
点
の
洪
水
が

糠
田
地
点
に
到
達
す
る
ま
で
一
定
の
時
間
を
要
す

る
の
で
、排
水
地
点
で
あ
る
糠
田
地
点
が
は
ん
濫
危

険
水
位
に
達
す
る
ま
で
の
間
の「
流
下
時
間
」を
利

用
し
、
内
水
排
除
の
時
間
を
延
伸
で
き
な
い
か
、
台

風
十
九
号
時
の
操
作
も
踏
ま
え
て
検
証
し
ま
し
た
。

　

こ
の
検
証
の
結
果
を
踏
ま
え
、
河
川
管
理
者（
国

の
河
川
事
務
所
）か
ら
、
糠
田
地
点
に
お
け
る
は
ん

濫
危
険
水
位
に
相
当
す
る
水
位（
ポ
ン
プ
運
転
調

整
水
位
）を
提
示
し
て
も
ら
い
、
内
水
排
除
を
中
止

す
る
判
断
の
基
準
地
点
を
熊
谷
か
ら
下
流
の
糠
田

地
点
に
変
更
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
内
水

排
除
を
中
止
し
た
際
に
武
蔵
水
路
内
が
安
全
な
状

態
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
、
水
門
及
び
放
流
口（
水

の
取
入
口
）を
閉
じ
る
基
準
と
な
る
水
位（
水
門
等

閉
操
作
開
始
水
位
）等
を
設
定
し
ま
し
た
。
関
連
す

る
施
設
管
理
規
程
の
変
更
も
行
い
、
本
年
三
月
に

主
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
ま
し
た
。

五
十
五
件
、
床
下
浸
水
百
九
十
四
件
、
車
両
水
没

百
八
十
五
台
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
浸
水
被
害
を
契
機
と
し
て
、
武
蔵
水
路
を

管
理
す
る
水
資
源
機
構
は
、
地
元
の
行
田
市
、
埼

玉
県
や
国
の
河
川
事
務
所
等
と
連
携
し
て
忍
川
流

域
の
更
な
る
治
水
対
策
に
つ
い
て
取
り
組
む
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
排
水
地
点（
糠
田
）の
水
位
を
基

準
と
し
て
内
水
排
除
の
中
止
を
判
断
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
内
水
排
除
の
実
施
時
間
の
延
伸
に

繋
が
り
ま
す
。

平常時　荒川合流点 台風19号時　荒川合流点

台風19号時の荒川の状況

行田市内の被害状況

台風19号時の武蔵水路の内水排除効果

内水排除中止の判断地点中止判断地点変更による延伸（イメージ）

武蔵水武蔵水武蔵水武蔵水路路路路路
武蔵水武蔵水武武蔵水武 路路路

荒　川荒 川荒　川荒 川荒 川荒　川荒　川荒　川荒
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（
２
）武
蔵
水
路
内
の
容
量
の
活
用

　

武
蔵
水
路
内
に
は
、
水
質
事
故
発
生
時
に
流
水

を
遮
断
し
た
り
、
点
検
時
に
水
の
な
い
区
間
を
確

保
す
る
た
め
に
、
制
水
ゲ
ー
ト
を
五
箇
所
設
置
し

て
い
ま
す
。
通
常
、
ゲ
ー
ト
は
全
開
し
て
い
ま
す

が
、
全
閉
状
態
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
路
内
に
お

い
て
安
全
に
流
水
を
貯
留
す
る
機
能
を
有
し
て
い

ま
す
。

　

内
水
排
除
を
中
止
し
た
後
は
、
複
数
あ
る
取
入

口
の
水
門
を
閉
じ
る
た
め
、
水
路
内
の
水
位
は
下

が
り
ま
す
。
そ
こ
に
空
き
容
量
が
あ
る
場
合
に
は
、

水
門
等
か
ら
洪
水
を
取
り
込
み
、
制
水
ゲ
ー
ト
を

活
用
し
て
貯
留
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
検
討
し

ま
し
た
。

　

具
体
化
に
当
た
っ
て
は
、
操
作
を
行
う
前
提
条

件
と
し
て
、
①
周
辺
地
域
に
浸
水
被
害
等
の
発
生

の
恐
れ
が
あ
る
こ
と
、
②
地
元
自
治
体
か
ら
要
請

が
あ
る
こ
と
等
を
整
理
し
ま
し
た
。
ま
た
、
制
水

ゲ
ー
ト
を
状
況
に
応
じ
て
操
作
で
き
る
よ
う
に
施

設
管
理
ル
ー
ル
の
見
直
し
や
、安
全
か
つ
確
実
な
操

作
を
行
う
た
め
の
要
領
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
、
内
水
排
除
を
中
止
し
た
後
、
限
定
的

で
は
あ
り
ま
す
が
、
水
路
内
に
水
を
受
け
入
れ
る

こ
と
で
浸
水
被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

よ
り
き
め
細
や
か
な

〝
内
水
排
除
〞を
目
指
し
て

　

今
回
の
取
組
以
外
に
も
、
水
資
源
機
構
は
、
埼
玉

県
や
地
元
市
と
協
定
を
結
び
、
一
定
の
基
準
に
達

し
て
い
な
く
て
も
、
自
治
体
の
要
請
を
受
け
て
内

水
排
除
の
た
め
の
操
作
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

台
風
十
九
号
の
よ
う
に
、従
来
の
予
想
を
超
え
る

豪
雨
等
に
も
的
確
に
対
応
し
、浸
水
被
害
を
軽
減
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、

地
元
自
治
体
や
関
係
機
関
と
も
連
携
を
密
に
し
、地

元
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
き
め
細
や
か
な
対
応
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

武
蔵
水
路
の
管
理
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
う

水
資
源
機
構
と
し
て
は
、
今
後
も
最
適
な
管
理
手

法
を
検
討
・
開
発
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
て
、

勉
強
会
や
訓
練
な
ど
に
よ
り
職
員
の
熟
度
を
高
め

る
こ
と
を
通
じ
て
、
施
設
の
機
能
を
最
大
限
に
発

揮
し
、
浸
水
被
害
か
ら

地
域
を
守
る
た
め
に

全
力
を
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
す
。

制水ゲートを活用した洪水の水路内貯留（イメージ）

武蔵水路を管理する
利根導水総合事業所の
HPはこちらから

首都圏を支える武蔵水路 ～豪雨による浸水被害から地域を守る～ ● 20 
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小
石
原
川
ダ
ム
は
、
筑
後
川
水

系
小
石
原
川
に
建
設
さ
れ
た
ロ
ッ

ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
で
、
一
九
八
〇

年
に
予
備
調
査
を
開
始
し
、

二
〇
〇
三
年
に
建
設
事
業
着
手
、

二
〇
一
六
年
四
月
か
ら
本
体
建
設

工
事
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
堤

高
は
九
州
で
一
番
高
い
百
三
十
九

メ
ー
ト
ル
、
堤
頂
長
五
百
五
十
八

メ
ー
ト
ル
、
堤
体
積
八
百
七
十
万

立
方
メ
ー
ト
ル
、
総
貯
水
容
量

は
四
千
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
規
模

（
福
岡
Ｐ
ａ
ｙ 

Ｐ
ａ
ｙ
ド
ー
ム
約

二
十
三
個
分
）
を
誇
り
ま
す
。
洪

水
調
節
、
水
道
用
水
の
供
給
、
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
を

目
的
と
し
て
お
り
、
既
設
の
江
川
ダ
ム
、
寺
内
ダ
ム
に
小
石
原

川
ダ
ム
を
加
え
た
三
ダ
ム
を
総
合
的
に
運
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
限
ら
れ
た
水
資
源
の
有
効
利
用
を
図
り
ま
す
。

　

現
在
、
試
験
湛
水
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
二
〇
二
一
年
五
月

二
十
日
洪
水
時
最
高
水
位
（
標
高

三
百
五
十
三
メ
ー
ト
ル
）
に
到
達
し
ま

し
た
。
引
き
続
き
、
ダ
ム
及
び
貯
水

池
の
安
全
性
を
確
認
し
て
い
き
ま
す
。

　

福
岡
県
朝
倉
市
で
進
め
て
い
た
小こ

石い
し

原わ
ら

川が
わ

ダ
ム
の
建
設
事
業

完
了
式
を
三
月
二
十
八
日
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
式
典
は
、

感
染
症
予
防
対
策
を
十
分
に
行
っ
た
う
え
で
、
規
模
を
縮
小
し
、

関
係
者
約
百
二
十
人
に
参
列
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

長
き
に
亘
り
小
石
原
川
ダ
ム
の
建
設
事
業
に
ご
理
解
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

小
石
原
川
ダ
ム
の
湖
名
は
、
一
般
公
募
に
よ
り「
令
和
あ
さ

く
ら
湖
」と
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

●
小
石
原
川
ダ
ム
（
福
岡
県
）

小
石
原
川
ダ
ム
建
設
事
業

完
了
式
を
開
催
し
ま
し
た
！

筑後川筑後川
水 系水 系

金尾理事長挨拶出席者によるテープカット

ダム湖畔にある郷愁之碑

記念碑の除幕

感謝状の贈呈
（小石原川ダム水没者対策協議会会長へ）

小
石
原
川
ダ
ム

小石原川ダム管理所HPは
こちらから
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千
葉
県
習
志
野
市
の「
麺
家　

西
陣
」
は
、
ラ
ー
メ
ン
店

な
の
に
ダ
ム
カ
レ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
お
店
に
近
い
水

資
源
機
構
の
大
和
田
機
場
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た「
大
和
田
機

場
カ
ツ
カ
レ
ー
」の
他
、
五
種
類
も
の
ダ
ム
カ
レ
ー
が
あ
り
、

名
物
は
ダ
ム
カ
レ
ー
と
ラ
ー
メ
ン
が
コ
ラ
ボ
し
た「
ダ
ム
カ

レ
ー
ラ
ー
メ
ン
」で
す
。
店
主
の
宮
﨑
さ
ん
に
よ
る
と
、
西

陣
の
ダ
ム
カ
レ
ー
は
ラ
ー
メ
ン
ス
ー
プ
を
ベ
ー
ス
と
し
て
お

り
、
そ
の
開
発
に
は
カ
レ
ー
の
水
分
量
や
ラ
イ
ス
と
カ
レ
ー

の
比
率
、
お
皿
の
形
状
な
ど
苦
労
を
重
ね
、
試
行
錯
誤
の
末
、

三
年
の
歳
月
を
か
け
て
完
成
し
た
と
の
こ
と
。

　

宮
崎
さ
ん
の
こ
だ
わ
り
が
つ
ま
っ
た
ダ
ム
カ
レ
ー
、
是
非

一
度
ご
賞
味
く
だ
さ
い
！

麺屋 西陣

店主　宮﨑邦彦さん
店内には宮﨑さんとお客さんが集めたダムカードが
びっしり…！
ダムカードを持って行くと150円引きになる嬉しいサー
ビスも。（全国どのダムカードでも可ですが、できればこ
こに飾っていないカードだと嬉しいそうです）

名物 ダムカレーラーメン
ダムカレーの提供は14時から。
マニア垂涎（！？）のダムカレーカードも手に入ります。

大和田機場カツカレー
大和田機場は千葉県八千代市に位置する機構施設
であり、宮崎さんは同市のご出身。
宮崎さん「幼い頃から親しんできた川が「ナガエツル
ノゲイトウ」の繁殖で大変なことになっていることを
機構の機関誌『水とともに』で知り、環境保全の推
進を応援する思いで作りました」
※ナガエツルノゲイトウ：南米原産の水辺に繁殖する植
物で、繁殖力の強い特定外来生物

　大和田機場カレーにのせるネギは、

ナガエツルノゲイトウを表現しており、

当初はネギの輪切りでしたが、実際に

現地を確認したうえで、線切りに変更

したようです。大和田機場カレーに付

いてくるダムカレーカードの写真のネ

ギも、昔のカードは輪切りで新しいカー

ドは線切りになっています。

　また、雨の日には「放流」を表現し

ている福神漬けも多めに乗せていると

のこと。店主のダムカレーに対する想

い、細部に及ぶこだわりを感じること

ができました。

（千葉用水リポーター　本村太志）

●
千
葉
用
水
総
合
管
理
所
（
千
葉
県
）

ラ
ー
メ
ン
店
な
の
に
ダ
ム
カ
レ
ー
！？

千
葉
県
習
志
野
市「
麺
家 

西
陣
」を
取
材
し
ま
し
た
！

利根川利根川
水 系水 系
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第35回　水とのふれあいフォトコンテスト入賞作品

特　選

「打ち水」
三戸　律子

山口県荻市　菊屋横丁

入　選

「トンネルの中」
田子　保浩

新潟県　清津峡

佳　作

「ウォーターカーテン」
秋篠　重仁

岩手県滝沢市運動公園
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安全で良質な水を安定して安くお届けすること、
　　　　　　　　　　それが水資源機構の仕事です
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